
 

 

Ｍ Ａ Ｓ Ｃ ラ リ ー  ｉ ｎ  新 城  ２ ０ １ ６  特 別 規 則 書 

公  示 

本競技会は、一般社団法人日本自動車連盟（以下「ＪＡＦ」という）の公認のもとに国際自動車連盟（ＦＩＡ）
のＦＩＡモータースポーツ競技規則およびその付則に準拠したＪＡＦの国内競技規則およびその付則、２０１
６年日本ラリー選手権規定、２０１６年ＪＭＲＣ中部ラリー共通規則および本大会特別規則に従い準国内競技
として開催される。 
 

第１条 競技会の名称 

201６年 JAF 中部･近畿ラリー選手権第１戦 
201６年 JMRC 中部ラリーチャンピオンシリーズ第１戦 
201６年 JMRC 中部ラリーチャレンジシリーズ第１戦 
ＭＡＳＣラリー ｉｎ 新城 ２０１６ 

第２条 競技種目 

  ラリー競技開催規定の付則「スペシャルステージラリー開催規定」に従ったスペシャルステージラリー 

第３条 競技会の格式 

ＪＡＦ公認：準国内格式競技  公認番号：2016－２３０１号 

第４条 開催日程、開催場所及び、競技距離 

２０１６年４月２３日（土）～２４日（日）の２日間 
愛知県新城市作手白鳥字鬼久保５－２３ 新城市作手 B&G 海洋センター 
をスタート及びフィニッシュとする。 
総走行距離：約 130km（チャンピオン）/ 約 100km（チャレンジ）  

第５条 競技会本部（ヘッドクォーター/略称ＨＱ） 

１．名称・電話番号： 新城市作手 B&G 海洋センター内ミーティングルーム・0536-38-1431 
２．競技会本部開設及び閉鎖時間 

開設時間：4 月２３日（土）８：００  閉鎖時間：4 月２４日（日）１７：００ 
３．競技会本部レイアウト図（付則１） 

第６条 競技内容 

１．スペシャルステージ 
   ① スペシャルステージの路面：舗装 
   ② スペシャルステージの走行距離： 23.2ｋｍ（中部近畿）／16.9ｋｍ（チャレンジ） 
   ③ スペシャルステージの数：      8  （中部近畿）／  6  （チャレンジ） 
   ④ セクションの数：          3  （中部近畿）／  2  （チャレンジ） 
   ⑤ デイの数：             1  （中部近畿）／  1  （チャレンジ） 
   ⑥ レッキの具体的な実施方法：コミュニケーションにて公示する 
  ２．サービスの有無：有 
  ３．競技中の指定給油所の有無：有 

第７条 競技会のタイムスケジュール 

       ① 参加（レッキ）受付の日時・場所   4 月 23 日１１：００～１１：４０ ラリーＨＱ 
       ② レッキブリーフィングの日時・場所  4 月 23 日１１：４５～１１：５５ ラリーＨＱ 
       ③ レッキ開始、終了時間       4 月 23 日１２：００～１６：００ 
       ④ 公式車検の日時・場所       4 月 23 日１５：３０～１６：４５ 海洋センター敷地内 
       ⑤ 第１回審査委員会の日時・場所    4 月 23 日１６：４５       ラリーＨＱ 
       ⑥ スタートリストの公示       4 月 23 日１７：２０       ラリーＨＱ 
       ⑦ ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰｽﾞﾌﾞﾘｰﾌｨﾝｸﾞの日時・場所   4 月 23 日１７：３０     海洋センター体育館 
       ⑧ ラリースタート（１号車予定）    4 月 24 日 ８：００   海洋センター敷地内 
       ⑨ ラリーフィニッシュ（１号車予定）  4 月 24 日１４：００   海洋センター敷地内 
       ⑩ 暫定結果の発表日時・場所 (予定)   4 月 24 日１４：４５   ラリーＨＱ 
       ⑪ 再車検の日時・場所（予定）   4 月 24 日１４：４５   海洋センター敷地内 
       ⑫ 表彰式の開催日時・場所（予定）   4 月 24 日１５：３０   海洋センター敷地内 
 



 

第８条 ラリー行程表 / ITINERARY （付則２，３） 

第９条 賞典 

DE-6 クラス   １～２位 JAF メダル・副賞・新城ラリー優待 
DE-4.5 クラス １～３位 JAF メダル・副賞・新城ラリー優待 ４～５位 副賞・新城ラリー優待 
DE-3 クラス   １～３位 JAF メダル・副賞・新城ラリー優待 
チャレンジ    １～２位 JAF メダル・副賞 
オープンクラス 不成立 

賞典の数は各クラス参加台数の２５％を下限として制限するものとする。その場合、公式通知で示す。 

第１０条 オーガナイザー 

JAF 登録加盟クラブ：モンテカルロ・オート・スポーツ・クラブ（ＭＡＳＣ） 
共催 JAF 登録加盟クラブ：トヨタオートスポーツクラブ（ＴＡＳＣ） 

 

第１１条 大会役員 

１．大会役員 
      大会会長      ：穂積 亮次（新城市長） 

２．組織委員会 
      組織委員長      ：勝田 照夫 
      組織委員      ：長坂 眞澄 
      組織委員        ：米谷 展生 
      組織委員        ：大岡 武 

第１２条 競技会主要役員 
１．審査委員会 

      審査委員長   ：柳原 勝巳 （ＪＭＲＣ中部派遣） 
      審査委員     ：梅津 祐実 （ＪＭＲＣ近畿派遣） 

２．主要オフィシャル 
      競技長   ：長坂 眞澄 
      副競技長   ：藤綱 和敏 （TASC） 
      コース委員長  ：橋本 秀弥 
      計時委員長   ：嶋田 創 
      技術委員長   ：高木 大輔 
      救急委員長   ：大岡 武 
      事務局長   ：米谷 展生 
      サービス管理者  ：高木 大輔 

    ｺﾝﾍﾟﾃｨﾀｰﾘﾚｰｼｮﾝｵﾌｨｻｰ(CRO)：藤田 洋文（SYMPHONY） 

第１３条 参加資格 
1.  競技参加者は当該年有効な JAF 競技参加者許可証を所持していなければならない。 

但し、クルーが競技参加者を兼ねる場合、この限りではない。 
2.  クルーは当該年有効な JAF 国内競技運転者許可証 B 以上を所持していること。 
3.  クルーは参加車両を運転するのに有効な運転免許証を所持していなければならない。また、参加申

込締切時点において、参加車両を運転するのに有効な運転免許証を取得後１年以上経過していなけ
ればならない。 

4.  クルーが 20 歳未満の場合は、親権者の承諾を必要とする。 
5.  JAF 登録クラブ員で、かつ所属クラブ代表者が責任を持てる者。但し、地方選手権クラスのみの

参加の場合、この限りではない。 

第１４条 参加申込および参加料 
 １．参加申込は https://ws.formzu.net/dist/S39962229/ （右 QR コード参照）に 

アクセスし、必要事項を正確に入力し、申込み後、参加料を銀行振込又は大会 
事務局に現金を持参すること。電話および FAX での申込は受け付けない。 

  【振込先】名古屋銀行 / 長久手支店 
普通預金 3307241 
MASC 勝田照夫(エムエーエスシーカツタテルオ) 

   インターネット環境がない場合に限り、JAF 公認ラリー参加申込書（JMRC 中部統一様式）での 
の申込みも可。 

 2. 参加料 
中部・近畿ラリー選手権（チャンピオンシリーズ）：50,000 円（レッキ費用込み） 
チャレンジシリーズ              ：35.000 円（レッキ費用込み） 
オープンクラス    ：49,000 円（レッキ費用込み） 
サービス費用（サービス車両１台につき）    ： 2,000 円 
 ＊サービス登録していない車両は、サービスパークに入場できません。 



 ＊宿泊については、後日、別途ご案内いたします。 
3. 提出書類 

① 誓約書(要署名)  MASC WEB サイト http://luckmc.ec-net.jp/ からダウンロードのこと 
② 費用振込済確認書類  
③ 車検証コピー、運転免許証コピー、競技運転者ライセンスコピー 
④ ラリーに有効な保険に加入していることの証明 

4. 提出書類は、郵送または持参にて受付期間内必着とする。 
5. 受付期間 2016 年 3 月 18 日（金）～4 月 1 日（金） 
6. 参加申込先および問合せ先 

   〒４８０－１１０３ 愛知県長久手市岩作琵琶ケ池２０－１ 株式会社ラック内 
  ＭＡＳＣラリーｉｎ新城 事務局宛 
  ＴＥＬ：0561-63-0103 ／ ＦＡＸ：0561-63-3535 

ｅ－Ｍａｉｌ：masc@luckmc.ec-net.jp 
個別問い合わせ先：米谷 090-2948-3928（夜 21 時～朝８時はご遠慮ください） 

第１５条 競技会有効任意保険 
競技参加者は、ラリー競技に有効な対人（４００万円以上）、対物賠償保険（３０万円以上）および
搭乗者保険（各地区のＪＭＲＣ共済または、スポーツ安全保険にクルー全員が加入している場合は搭
乗者保険に加入しているとみなす）に加入すること。 

  上記の条件を満たす全国各地区のＪＭＲＣラリー互助会制度は、有効な対人対物賠償保険とみなす。 
当該競技会に有効な任意保険に加入済みの競技参加者は、保険証書または保険の加入を証明できる書
類の写しを提出すること。 

第１６条 参加車両 
  201６年 JAF 国内競技車両規則ラリー車両規定（RR・RN・RJ・RF・RPN・AE）に従った車両。

なお、RPN 車両については、同一車両形式の最も古い JAF 登録年が 2006 年 1 月 1 日以降の車両
のみ参加が認められる。また、JAF 中部・近畿ラリー選手権各クラスと同じとし、シリーズ車両区
分の車両規則の他、下記の条件を満たすこと。 

１．純正または車検対応マフラーを装着していること。但し RPN・AE 車両は 2016 年 JAF 国内車両
規則に準じること。 

２．各車両規定に定められている仕様の消火器を装備すること。 
３．非常用停止表示板（三角）２枚、赤色灯、非常用信号灯、牽引用ロープ、OK/SOS マーク（A3） 

   ２枚、救急用品を携行していること。  
４．すべての RF 車両、RPN 車両及び、AE 車両は下記のロールケージを装着すること。 

６点式+左右のドアバーを基本構造とした４０Фのロールケージを装着しなければならない。 
気筒容積が 2000cc を超える車両については 少なくとも１本の斜行ストラットを取り付けな
ければならない。 

５．メーカーラインオフ時に装備されている安全ベルト（３点式等）に加え、４点式以上の安全ベルト
を装備すること。 

６．本競技会では、下表の例に示す様な、通称Ｓタイヤの使用を禁止する。 
Ｓタイヤの銘柄例 

タイヤメーカー ブランド名 使用禁止タイヤ銘柄 

ダンロップ ＤＩＲＥＺＺＡ ９３Ｊ／９８Ｊ／０１Ｊ／０２Ｇ／０３Ｇ 

ブリヂストン  ＰＯＴＥＮＺＡ ５２０Ｓ／５４０Ｓ／５５Ｓ／１１Ｓ 

東洋ゴム  ＰＲＯＸＥＳ  ＦＭ９Ｒ／０８Ｒ／８８１／８８８／Ｒ１Ｒ 

横浜ゴム ＡＤＶＡＮ  ０２１／０３２／０３８／０３９／０４８／０５０

クムホ ＥＣＳＴＡ Ｖ７１０ 

ハンコック Ｖｅｎｔｕｓ Ｚ２１４ 

その他 メーカー問わず通称 S タイヤ等、及び上記以外の海外メーカー製タイヤでも S タ
イヤに準ずると判断された場合、使用を禁止する場合がある。 

７．１本または複数のスペアタイヤを搭載しなければならない（ただし、当初の車両にスペアタイヤが
搭載されていない場合はこの限りではない）。 

８．エアクリーナーケースを変更することは出来ない。ただし、フィルターエレメントの材質は自由と
する。 

９．メーカーラインオフ時に走行用前照灯が２灯式である車両については、道路運送車両法を遵守する
ことを条件に走行用前照灯２灯の追加が認められる。 

１０．過給器付き車両へのエアリストリクター装着は任意とする。装着する場合のサイズは最小内径 33
㎜(外径:39 ㎜未満)とする。DE-6/4.５/３クラスについて、エアリストリクターを装着しない場合
は、ECU の変更、改造は一切認められない。 

１１．チャレンジシリーズおよびオープンクラスは、RB 車両の参加も可とする。 



１２．チャレンジシリーズの参加車両については、上記８、１０の適用を除外する。また、オープンク
ラスの参加車両については、上記６、８、１０の適用を除外する。 

第１７条 参加台数 
    参加台数は、各クラス合計で６０台に制限する。 

申込台数が６０台を超えた場合は、競技会組織委員会の選考により決定する。 

第１８条 クラス区分 
 １．ＪＭＲＣ中部ラリーチャンピオンシリーズ 

ＤＥ－６クラス ：気筒容積 2500cc を超える 4 輪駆動車両（RN、RJ、RF 車両） 
ＤＥ－４.５クラス：気筒容積 1500cc を超え 2500cc 以下の４輪駆動車両（RN、RJ、RPN、

RF 車両）。総ての RR 車両。気筒容積 1500cc を超える２輪駆動車両（RN、
RJ、RPN、RF 車両） 

ＤＥ－３クラス：気筒容積 1500cc 以下の車両（RN、RJ、RF、RPN、AE 車両） 

２．ＪＭＲＣ中部ラリーチャレンジシリーズ 
気筒容積、駆動方式および異なる車両区分（RN、RJ、RB、RF、AE、RPN）によるクラス区分
は行わない。 

３．オープンクラス 
気筒容積、駆動方式および異なる車両区分（RN、RJ、RB、RF、AE、RPN）によるクラス区分
は行わない。     

第１９条 参加受理 
1.  正式参加受理は、コミュニケーションにて大会主催者 WEB サイトに公示する。 
2.  オーガナイザーは、理由を示すことなく参加拒否する権限がある。 
3.  参加不受理の場合は、事務諸経費 2.000 円を差し引いて参加料を返還する。また、正式参加受理 

後、参加料および提出書類は一切返還されない。 
4.  正式参加受理後のクルーの変更は認められない。但し、コ・ドライバー及び参加車両については, 

参加者から理由を付した文章が提出され、競技審査委員会が認めた場合はこの限りではない。 
5.  参加車両の変更は、同一クラス内に限り競技会３日前までに競技会審査委員会が認めた場合、変更 

できる。 
6.  正式参加受理後の全ての変更は、参加者が理由を付した正式文書に変更手数料 2.000 円を添えて 

オーガナイザーに届けるものとし、競技会審査委員会の承認を必要とする。 

第２０条 付則 
本規則および競技に関する諸規則の解釈に疑義が生じた場合は、競技会審査委員会の決定を最終とする。 
 

201６年４月３日最終版発行 

 ＭＡＳＣラリーｉｎ新城２０１６ 大会組織委員会 
 



付則２ アイテナリー（１） 

MASC ラリー in 新城 2016  ITINERARY 

JAF 中部・近畿ラリー選手権 / JMRC 中部ラリーチャンピオンシリーズ / オープンクラス 

 

Ver４ 2016.４.2 

 

 



付則３ アイテナリー（２） 

MASC ラリー in 新城 2016  ITINERARY 

JMRC 中部ラリーチャレンジシリーズ  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ver.４ 2016.４.2 



付則４ ＣＲＯ 

 

藤田 洋文 

電話：別途コミュニケーションにて示す。 

ＣＲＯ行動スケジュール（予定） 

  ４月２３日(土)：ＨＱ、サービスパーク周辺、車検場、ドライバーズブリーフィング会場 

  ４月２４日(日)：ＨＱ、サービスパーク、リグループ、表彰式会場周辺 

 

付則５ サービスパークレイアウト 

  別途コミュニケーションにて示す。 

 

付則６ 信号灯によるスタート手順 

スタート５秒前には赤灯が１個点灯   ●○○○○ 

スタート４秒前には赤灯が２個点灯   ●●○○○ 

スタート３秒前には赤灯が３個点灯   ●●●○○ 

スタート２秒前には赤灯が４個点灯   ●●●●○ 

スタート１秒前には赤灯が５個点灯   ●●●●● 

スタート時には全ての灯火が消灯      ○○○○○ 

付則７ ゼッケンおよび広告 

ゼッケン          ：左右ドア及びボンネットの計３枚 

ＪＡＦ公認ラリー競技会之証 ：左リアウィンドウ 

 

 



別添１：ＪＭＲＣ中部モータースポーツ互助会規約 

※注意：本互助会は、JMRC 中部所属クラブに名簿登録（201６年度 JMRC 中部事務局に提出済みである事）された方しか

加入できませんのでご了承ください。 

第１条 目的 

ＪＡＦ中部地域クラブ協議会（以下ＪＭＲＣ中部という）は２０１２年１月７日に制定されたラリー互助会を発展的に解消し、

ラリー競技会及びジムカーナ、ダートトライアル競技会（以下スピード行事）等の振興のため、競技 

参加者の各種負担軽減を目的とする相互扶助制度を設ける。 

第２条 名称 

ＪＭＲＣ中部モータースポーツ互助会（以下互助会という）とする。 

第３条 構成 

１．この互助会は、2015 年 11 月３０日現在保有する JMRC 中部ラリー互助会の積立金を資産とする。 

２．互助会の積み立ては互助会加入金、寄付金をもってそれに充てるものとする。 

第４条 対象者 

１．ラリー競技会及びスピード行事に参加するドライバーが、ＪＭＲＣ中部に加盟するクラブの所属員で 30 日以上の所属実績

があること。 

２．ラリー協議会及びスピード行事に参加するドライバーが JMRC 中部事務局に当該年度の所属員として登録申請されており

当該クラブ、団体での活動に実態があること。 

３．JMRC 中部正会員、賛助会員が主催する走行会や練習会で事前に JMRC 中部の承認を得られた大会に参加するドライバー 

４．そのほか JMRC 中部が認めた者。 

第５条 互助会への加入 

１．互助会に加入する場合は以下の３つのタイプから選択して加入するものとする。 

（１）ラリータイプ 

各自、ラリー専用の振込用紙にて 5,000 円の会費（１大会毎の掛け捨て）を郵便局にて大会日以前に確実に振込みす

ること。また、大会公式参加受付時にその領収書を提示すること。 

（２）スピード行事タイプ 

    スピード行事の場合、スピード行事専用の振込用紙にて 3,000 円の会費（１年間の掛け捨て）を郵便局にて大会日以

前に確実に振込みすること。（注１） 

    ただし年度内に給付を受けたものは新たに給付をうけられないものとする。（注２） 

     注１：振込み日以前の大会分は無効  注２：再度加入申し込みをした場合は給付を受けられる 

（３）イベントタイプ 

    JMRC 中部正会員、賛助会員が主催する走行会や練習会の場合、主催者は参加者１名当たり３００円の会費（１大会

毎の掛け捨て）を郵便局にて大会日以前に確実に振込むとともに事務局あてに指定の参加者名簿を FAX、電子メール

にて送付すること。 

２．重複して加入した場合や資格が無い者が加入した場合でも連絡や返金を行わないものとする。 

第６条 対象期間 

ラリータイプ及びイベントタイプの場合は該当する競技会の開催期間としスピード行事タイプの場合は加入日から当該年１２

月３１日までとする。 

第７条 適用競技会等 

１．ラリータイプの場合は JMRC 中部チャンピオンシリーズ、チャレンジシリーズ、その他 JMRC 中部が認めた競技会とする。 



２．スピード行事タイプの場合は以下の競技会全戦を対象とする。 

 （１）JMRC 中部ジムカーナ、ダートトライアル選手権（通称チャンピオン戦、ミドル戦）全戦 

 （２）JMRC 全国オールスタージムカーナ・ダートトライアル 

 （３）JMRC 西日本ジムカーナフェスティバル・ダートトライアルフェスティバル 

３．イベントタイプの場合は JMRC 中部正会員、賛助会員が主催する走行会や練習会で JMRC 中部が認めたイベントを対象と

する。 

第８条 補償内容（対人） 

１．ラリータイプの場合 

当該競技中（レッキを含む）に発生した、クルーが加害者となる対人身事故（死亡事故）に対して１事故５００万円を限度と

して見舞金を給付する。ただし、当該事故について別途任意保険等から補償を受ける場合、本互助会の重複給付は行わない。 

２．スピード行事タイプの場合 

 当該競技中（公開練習を含む）に発生した、ドライバーが加害者となる対人身事故（死亡事故）に対して１事故５００万円を

限度として見舞金を給付する。ただし、当該事故について別途任意保険等から補償を受ける場合、本互助会の重複給付は行わ

ない。 

３．イベントタイプの場合 

 イベントに参加ドライバー本人の人身事故（死亡事故）に対して、１事故５００万円を限度として見舞金を給付する。また、

事故により連続７日間以上入院したとき、１日目から１８０日の範囲内で１日当たり３,０００円の見舞金を給付する。ただ

し、当該事故について別途任意保険等から補償を受ける場合、本互助会の重複給付は行わない。 

第９条 補償内容（対物） 

１．ラリータイプの場合 

当該競技中（レッキを含む）に発生した、クルーが加害者となる対物損事故に対して１事故２００万円（免責１０万円）を限

度として見舞金を給付する。ただし、当該競技に参加する他の競技車両との対物損事故については対象外とする。また、当該

事故について別途任意保険等から補償を受ける場合、本互助会の重複給付は行わない。 

２．スピード行事タイプの場合 

 当該競技中（公開練習を含む）に発生した、ドライバーが加害者となる対物損事故に対して１事故１０万円（免責３万円）を 

限度として見舞金を給付する。ただし、当該競技に参加する他の競技車両との対物損事故については対象外とする。また当該 

事故について別途任意保険等から補償を受ける場合、本互助会の重複給付は行わない。なお、上記のほかにクラッシュ、転倒 

などにより明らかに自走不能状態に陥った場合（整備不良が原因となるもの及び、エンジントラブル・駆動系トラブル等の故 

障を除く）は３万円を限度に給付する。（免責なし、前段と重複給付可） 

３．イベントタイプの場合 

 JMRC 中部正会員、賛助会員が主催する走行会や練習会では対物損の補償は行わないものとする。 

第１０条 事故報告 

事故報告はドライバー本人が事故発生後速やかに JMRC 中部事務局宛に行うこと。原則として３０日以内に適切な事故報告が

行われない場合、給付を行わない場合がある。 

事故報告書（発生時の現場詳細図および発生状況説明書）および適正な方法で作成された見積書をＪＭＲＣ中部事務局に提出す

ること。ドライバーが報告できない場合は、大会主催者または所属するクラブ員が行うこと。 

第１１条 給付 

１．事故報告書を基に発生状況を調査の上、運営委員会の審議結果が前項報告者に通知され、運営委員会で給付の承認がされた

場合、支払済みの領収書原本をＪＭＲＣ中部事務局に提出後ドライバーに銀行振り込みにて給付されるものとする。 

２．見舞金給付後、請求に不正が発覚した場合は見舞金の返還を求めることができる。 



３．不正が悪質と認められる場合、JMRC 中部は互助会加入資格取消などを行うことができる。 

第１２条 管理 

１．本互助会の会計は JMRC 中部運営委員会によって管理される。 

２．JMRC 中部は本互助会の積立額が低額の場合、見舞金給付に備えて各種基金等より１,００0 万円を上限に見舞金給付引当

金を予算計上するものとする。 

３．本互助会は積立金額を上回る給付が発生した場合、JMRC 中部の見舞金給付引当金の範囲内で無利息にて借り入れを行い

給付することが出来るものとする。ただし、公的セーフティネットに入っていないため、見舞金給付金額が互助会積立金ま

たは JMRC 中部見舞金給付引当金額を上回った場合は 給付できないことを予め承知しなければならない。 

４．本規約の改定は クラブ・団体代表者会議において過半数の賛成を必要とする。 

５．JMRC 中部は本互助会に対する債権を放棄して本互助会を解散することができる。 

第１３条 本規約の施行 

本規約は２０１６年１月１日より施行する。 

 

制定 ２０１５年７月２０日 

施行 ２０１６年１月 １日 

改定 ２０１６年１月 ９日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別添２：ＪＭＲＣ中部モータースポーツ互助会申込書記入例 

 

申込書は、郵便局窓口で配布されている郵便振替票を使用し、下記のとおり 

口座番号  ００８２０－３－１８４３０２ 

金額       ￥５,000 

通信欄 加入者名  ＪＭＲＣ中部 MS 互助会 

大会名称   ＭＡＳＣラリーｉｎ新城２０１６ 

開催日   ２０１６／４／２３～２０１６／４／２４ 

所属クラブ名   あなたの所属クラブ 

ライセンスナンバー (例) 1234 5678 9123 

ご依頼人 あなたの 〒 住所 氏名 電話番号 

を記入後、郵便局のＡＴＭまたは郵便局の窓口で振替を実施してください。 

振替手数料は、ＡＴＭの方が安くなります。 

 
 

 

００８２０ ３  １８４３０２      ￥５０００      ００８２０ ３  

  ＪＭＲＣ中部 MS 互助会                        １８４ ３０２ 

大会名  ＭＡＳＣラリーｉｎ新城２０１６ 

開催日  ２０１６/４/２３～２０１６/４/２４ 

所属クラブ CHUBU                          ￥５０００ 

ﾗｲｾﾝｽﾅﾝﾊﾞｰ １２３４ ５６７８ ９１２３ 

中部 太郎   

１２３-４５６７ ○○県○○市○○町１２３ 

 中部 太郎      052-123-4567                         


